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つなぎふれあい祭り 2017　Photo Report
平成 29 年度津奈木町職員採用試験（二次募集）
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庶民安寧祈願の石塔は、中学校の運
動場を見下ろす高台に建っていますが、
かつて手永会所敷地内にありました。
戦後、中学校の新設時に移され、何度
か移転の憂き目に遭いましたが、津奈
木城西の端を切り崩して、やっと安住
の地を得た堂々たる石塔です。
この場所は、津奈木手永の行政を司

る中心であると共に、教育の発祥の地
でもあります。この地に津南中学校が
開校し、現津奈木中学校として、数多
くの卒業生を送り出した本町唯一の中
学校があることは意義深いことです。
石塔には、徳富蘇峰先生の祖父であ

る津奈木手永御総庄屋徳富太善次義信
翁の法華三部経が彫られています。現
在と未来の二世にわたり、円満・平等・
利益の成就を祈る思いをこめて建立さ
れたと言われています。また、当時は
天変地異に悩まされ、心身不安に落ち
入った人々を安心させるために建てら
れたものでもあったそうです。
※安寧…世の中が穏やかで安定してい
ること。

シリーズ

つなぎの歴史あるものをご紹介
つなぎ探訪

庶民安
あんねい

寧祈願の石塔
No.12

横 97cm・縦 242cm

高齢者のための無料職業紹介 ／ 12 月
１日は世界エイズデー／国の教育ローン
を利用しませんか／「くまもと復興応
援ナース」を募集しています／道路工事
に伴う夜間通行止め／水俣地区防犯協会
連合会職員募集／平成 30年津奈木町成
人式／介護講演会「動き出しは当事者か
ら」／危険物取扱者試験／第６回あしき
たフォトコンテスト／休日当番医（平成
29年 12月）

平成 29年度津奈木町職員採用試験（二
次募集）／特設人権相談所を開設します
／つなぎスローフード講演会／旬の自然
栽培野菜と無添加調味料で料理 自然栽
培料理教室／農地等利用最適化推進強化
月間／年末年始の「ごみ収集」と「し尿
くみ取り」／保育園・幼稚園の入園児を
募集します／インフルエンザ予防接種の
接種期間の延長／介護予防事業でシル
バー人材センターが利用できます／年金
情報／つなぎ温泉四季彩・物産館グリー
ンゲイト

天子宮大祭奉納相撲大会／男女共同参画
表彰式／環境共生型農業講習会／自然栽
培料理教室／平成 29 年秋の叙勲／津奈
木保育園焼き芋大会
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－　表紙の写真　－
現在、舞鶴城公園内の紅葉が

見頃を迎えています。撮影当日
はカメラを持って撮影している
人が多く見かけられました。紅
葉が終わると、いよいよ本格的
な冬が始まります。

③ 広報つなぎ　2017.12 広報つなぎ　2017.12　②
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典
「
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な
ぎ
ふ
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あ

い
祭
り
２
０
１
７
津
奈
木
町
文
化

祭
」
が
11
月
11
日
（土）
〜
12
日
（日）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
来
場
し
て
芸
術
の

秋
を
満
喫
。
会
場
で
は
、
津
奈
木

町
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
各
作
品
の
展

示
が
行
わ
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
展
示
部
門
で
は
、
絵
画
や

陶
芸
、
写
真
、
竹
細
工
、
生
け
花

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
力
作
が
並
び
ま
し
た
。

12
日
（日）
に
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
発
表
部
門
で
は

舞
踊
や
歌
謡
、
合
唱
な
ど
生
涯
学

習
の
成
果
を
披
露
し
、
完
成
度
の

高
い
発
表
に
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

津奈木町文化祭
つなぎふれあい祭り 2017

【写真説明】
1234たくさんの作品が並んだ展示
部門
5三味線と尺八の音色に合わせて歌う
「民謡四季の会」の皆さん
6美しい歌声が会場に響き渡った「コー
ルつなぎ」の皆さん
7明るく、力をこめて歌いました
8優雅でしなやかなフラダンス
9音楽に合わせてしっとりと踊ってい
ました
10豊かな情感を表した舞踊
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つなぎふれあい祭り 2017　　
　　　　　　　　Photo Report 2days

１日目
　津南保育園と水俣保育園、津奈木保育園や津奈木幼稚
園の園児たちの演奏やお遊戯が披露され、元気いっぱい
の声が響いていました。また、水俣発の有名グループ 
「やうちブラザーズ」などが登場し、会場を笑いの渦に
巻き込みました。ステージ外では、もちつき体験や米
のつかみ取りのほか、画家の加茂昂さんに絵の具で顔
に描いてもらう「アートイベント」などさまざまな催
し物が行われ、たくさんの笑顔が見られました。

ブロンズマラソン大会
　今回で 27回目を迎える「つなぎブロンズマラソン大会」
では、1,000 人を超えるランナーが町内外から集まりま
した。参加者はそれぞれのペースで走り、気持ちのいい汗
を流していました。また、コスプレや被り物をしているラ
ンナーもいて、今大会を盛り上げてくれました。完走した
後は、婦人会が鶏飯と鯛飯、津奈木海龍が特製の豚汁を振
る舞い、参加者のお腹を満たしていました。
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２日目
　ことしは風船割り大会が行われ、出場者は誰よりもはや
く風船を割ろうとポンプを必死に動かしていました。つな
ぎ舞鶴太鼓は、力強い太鼓演奏を披露し会場を盛り上げま
した。毎年恒例の魚のつかみ取りでは、夢中になって水中
の魚を追いかけたため、出場者の服がびしょぬれに。見事
魚をつかまえると、場外から歓声が上がっていました。つ
なぎ温泉四季彩では、温泉券が当たるゲームやお米などが
当たる抽選会が行われ、多くの人でにぎわいました。
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　　まちのわだい　Topics of Town

14 日（火）に行われた果樹講習会での現地指導

　11月 14日（火）と 17日（金）、農業や肥料に
頼らない自然栽培についての講習会が開催されまし
た。14日は（株）グリーングラス代表取締役の道
法正徳さんから果樹栽培について、17日は天草育
組の馬場照昭さんから野菜栽培について、それぞれ
自然栽培を行うときに注意しなければならないこと
を学んでいました。
　つなぎ文化センターでの講義の後は、参加者の畑
や果樹園へ移動し、土づくりや生産物の指導などが
行われました。自然栽培に向けて取り組んでいる参
加者はメモを取りながら熱心に聞いていました。

農薬や肥料に頼らない農業を 環境共生型農業講習会

受章おめでとうございます
平成 29年秋の叙勲

　さまざまな分野の第一線で活躍してきた人たちに
贈られる秋の叙勲の受章者が発表され、元町議会議
員の吉野一

はじめ

さん（大泊）が旭日双光章を受章されま
した。旭日双光章とは、国や公共に対し功労のある
人に授与されるものです。
　吉野さんは昭和 54年に津奈木町議会議員に初当
選し、9期 36年の長きにわたり、町議会議員とし
て公務に精励されました。在職中は土木産業常任委
員長も務め、特産品の開発に積極的に取り組むなど
地域振興の発展に尽力されました。　
　吉野さんは「今回の受賞は支えてくださった皆さ
まのおかげです。皆さまの温かいご支援があったか
らこそ、今の自分がいます。深く感謝しております。」
と話していました。

旭日双光章を受章された吉野さん

料理を指導する田町まさよさん（写真中央）

　11月 15日（水）、農業就業改善センター調理室
で自然栽培料理教室が行われ、18人が参加しまし
た。今回は田町まさよさんを講師に、自然栽培の米
とさつまいもを使って奄美大島伝統の発酵飲料「ミ
キ」と「グラノーラ」を作りました。
　田町さんからは自然作物の良さや食べ物が体に与
える影響、調理のコツなどの話があり、参加者はメ
モを取りながら調理していました。グラノーラが出
来上がるとみんなで食べ比べて、それぞれの味を楽
しんでいました。参加者は「思ったより簡単。今度
は家でも作りたい」と話していました。

自然作物の良さを学ぶ 自然栽培料理教室 赤ちゃん元気に土俵入り
天子宮大祭奉納相撲大会

　11月 11日（土）、男女共同参画習字の表彰式が
ふれあい祭り１日目のステージで行われました。こ
れは津奈木町男女共同参画推進懇話会が町内小中学
生を対象に行ったものです。
≪表彰者一覧≫　※敬称略　
【小学生の部】
▽優秀賞
野﨑雅貴（中尾）・眞野愛佳（丸岡）・荒川琉菜（上
下門）・津田奏音（竹中）・山下香澄（内野）・竹本
麻那（上下門）
【中学生の部】
▽優秀賞
鶴田杏莉（染竹）・本山陽香里（竹中）・田口舞（古
中尾）

　11 月８日（水）、平国地区にある天子宮で天子
宮大祭奉納相撲大会が行われました。この行事は毎
年 11月８日に行われ、100年以上続いている伝統
行事です。
　赤ちゃんの健やかな成長を願う「赤ちゃん土俵入
り」には、６人が参加しました。かわいい化粧まわ
しを付け、相撲に入る赤ちゃんのほほえましい姿が
会場を和ませていました。赤ちゃんを参加させた親
は「子どもの成長を感じられてうれしかったです。
これからも明るく元気に育ってほしいです」と話し
ていました。
　他には、大人力士によるトーナメントなどが行わ
れ、力の込もった取組に見物客から声援と拍手が送
られました。

表彰状を受け取る野﨑雅貴さん（中尾）

元気な泣き声を響かせる赤ちゃん

男女共同でよりよい社会へ
男女共同参画表彰式

焼き芋大会を通してみんなが笑顔になりました

　11月 22日（水）、津奈木保育園で焼き芋大会が
行われました。この焼き芋大会は園児だけでなく近
所のおじいちゃん、おばあちゃんを保育園に招待し
地域交流も併せて行われました。 　
　焼き芋を食べる前に、園児が歌や太鼓を披露し、
おもてなしをしました。最後にみんなでグループに
分かれてできたての焼き芋を食べると、園児たちは 
「甘い！おいしい！」などと声を上げて嬉しそうに
していました。 

ほくほく焼き芋おいしいな
津奈木保育園焼き芋大会
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２
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通
知
し
ま
す
。

場
所　

役
場
３
階
会
議
室　

申
込
締
切
日　

12
月
20
日
（水）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
子
申
請
も
可
。）

※
詳
し
く
は
試
験
実
施
要
綱
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

〒
８
６
９
‐
５
６
９
２　

　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈

木
２
１
２
３
番
地　
　
　

　

区分・職種 採用予定数 受験資格 試験内容（一次試験）

一般事務
（高校卒業程度）

２人程度
平成３年４月２日～平成 12 年４
月１日に生まれた人

教養試験・作文試験・
事務適性検査

保健師
（資格免許職）

1 人程度

昭和 57 年 4月 2日以降に生まれ
た人で、保健師の資格を取得して
いる人。または平成 30 年 3 月末
までに取得見込みの人

教養試験・作文試験・
専門試験（保健師）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
４
）　

　

悩
み
や
苦
情
、
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
（木）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

役
場
１
階
和
室

相
談
内
容　

家
庭
内
の
問
題
や
近
隣
関
係

な
ど
の
相
談

対
応
者

　

澤
井　

靜
代
（
桜
戸
）

　

川
添　

耕
生
（
新
川
）

　

山
本　

和
美
（
古
中
尾
）

つ
な
ぎ
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
４
）　

　

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
は
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
が
進
む
社
会
の
中
、
地
域
の
小
さ

な
食
文
化
や
食
材
、
暮
ら
し
を
見
直
す
運

動
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
で

生
ま
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
日
本
に
持
ち

込
ん
だ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
島
村

菜
津
さ
ん
を
迎
え
、
津
奈
木
の
歴
史
や
美

し
い
自
然
に
立
脚
し
た
「
津
奈
木
ら
し
い
」

食
文
化
や
豊
か
な
暮
ら
し
を
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
方
策
を
探
り
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
（金）

　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

講
師　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家　

島
村
菜

津
氏

対
談　

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

森
千
鶴
子
氏

　

ル
ー
を
使
わ
ず
ス
パ
イ
ス
で
作
る
自
然

栽
培
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
と
自
然
栽
培

野
菜
で
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
。
津
奈
木
で

収
穫
さ
れ
た
自
然
栽
培
の
お
米
・
野
菜
類

な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
一
緒

に
作
っ
て
食
べ
て
、
自
然
栽
培
農
産
物
の

お
い
し
さ
を
体
感
し
、
食
と
農
、
自
分
自

身
や
子
ど
も
さ
ん
の
た
め
の
健
康
食
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
13
日
（水）　

午
前
９
時
〜

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
調
理
室

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

※
子
ど
も
さ
ん
も
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が

旬
の
自
然
栽
培
野
菜
と
無
添
加
調
味
料
で
料
理

自
然
栽
培
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
５
）　

で
き
ま
す
。（
無
料
）

受
講
料　

５
０
０
円(

当
日
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。）

講
師　

自
然
栽
培
料
理
家　

田
町
ま
さ
よ
氏

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
８

‐
３
１
１
６
）
で
振
興
課
自
立
振
興
班
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
７
日
（木）

年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」

年末最終日 12月 28日（木）

年始開始日 １月４日（木）

■ごみ収集　　※詳しくはごみ収集計画表をご確認ください。 ■し尿くみ取り

※し尿くみ取りについて、年末年始は混雑が予想されますのでお早めに申し込みください。また、収集作
業行程によってはご希望に添えない場合がありますのでご了承ください。

年末の
ごみ収集
最終日

可燃ごみ
生ごみ

海浜地区 12月 28日（木）

本町地区 12月 29日（金）

年末の粗大ごみの
持ち込み（有料）

全地区

12月 28日（木）までの
水曜日を除く月~金曜日

【受付時間】
午前９時~午後４時

年始の
ごみ収集
開始日

可燃ごみ
生ごみ

海浜地区 １月４日（木）

本町地区 １月５日（金）

【し尿くみ取りの問い合わせ先】　
　吉永商会　　☎８６‐１９８０

問い合わせ　住民課住民班　☎７８‐３１１３（内１１３）

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
強
化
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

津
奈
木
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
６
）　

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
集
積
や
遊

休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
12
月
と
１
月
は
「
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
強
化
月
間
」
と
し
て
、
一
部
の
集

落
で
今
後
の
農
地
利
用
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
ご
家
族
で
将
来
の

我
が
家
の
農
業
や
農
地
の
利
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会　

☎
７
８
‐
５
４
０
０

【
保
育
園
】

対
象
者　

以
下
の
理
由
で
児
童
の
養
育
が

困
難
な
保
護
者

①
家
庭
外
ま
た
は
家
庭
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
（
就
労
時
間
が
月
48
時

間
以
上
）

②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
（
お

お
む
ね
産
前
８
週
・
産
後
８
週
）

③
病
気
や
け
が
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

④
同
居
の
親
族
な
ど
を
常
時
看
護
し
て
い
る

⑤
被
災
し
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
・
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

申
込
方
法　

住
民
課
福
祉
班
ま
た
は
保
育

園
に
備
え
付
け
の
認
定
申
請
書
と
入
所
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
住

民
課
福
祉
班
ま
た
は
保
育
園
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員　

▽
津
奈
木
保
育
園　

90
人

▽
津
南
保
育
園　
　

90
人

※
本
町
以
外
の
保
育
所
ま
た
は
認
定
こ
ど

も
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
手
続
き
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
11
日
（月）
〜
平
成
30
年
１

月
31
日
（水）

保
護
者
相
談
会　

平
成
30
年
２
月
予
定

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班　
　

【
幼
稚
園
】

対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
24

年
４
月
２
日
〜
平
成
27
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
児
童

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
ま
た
は
幼
稚
園

に
備
え
付
け
の
認
定
申
請
書
と
入
所
申
込

書
に
記
入
し
、
教
育
委
員
会
ま
た
は
幼
稚

園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員　

津
奈
木
幼
稚
園　

１
０
５
人

受
付
期
間　

12
月
11
日
（月）
〜
平
成
30
年
１

月
31
日
（水）

問
い
合
わ
せ　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会　
　

津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１(代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００ まちからのお知らせ　Notice of Town

介
護
予
防
事
業
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

利
用
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
９
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
保

険
の
要
支
援
認
定
な
ど
を
受
け
ら
れ
て
い
る

人
へ
、
居
宅
の
掃
除
や
買
い
物
、
調
理
な
ど

の
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
や
ご
家
庭
で
の
除
草
や
草

刈
り
、
清
掃
作
業
、
庭
木
の
剪
定
、
農
作
業

な
ど
の
仕
事
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
60
歳
以
上

の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
地
域
や
家
庭
、
公
共

団
体
か
ら
の
委
託
に
よ
り
仕
事
を
受
注
し
、

内
容
次
第
で
会
員
の
中
か
ら
適
し
た
会
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

12月 14日・28日 8日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※予約するときは、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

国
民
年
金
保
険
料
を
追
加
で
納
付
で
き
ま
す

年金
情報

お歳暮用「ふるさと特選ギフトフェア」

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　☎ 78-4126
営業：午前 10時～午後 9時　休業日：第１水曜日

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　☎ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第１水曜日

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

●味が自慢のこだわり逸品！「みかんギフト」
　早生ミカン・石地温州・スイートスプリング・
加温デコポン・早香みかん・温州みかん
●鮮度抜群！「海産物ギフト」　
　人気№１の名産「海老の味噌漬け」をはじめ
漁協直送の「足赤えび」や「不知火海の味」
●新年のおめでたい席に！
　亀萬酒造の「酒造セット」や「干支ギフト」など、
贈って喜ばれるギフト商品を多数ご用意。
　なお、水俣芦北管内は無料で配達します。

冬至は 「ゆず湯」 で癒されませんか？
　12月22日（金）、「ゆず湯」を露天風呂で行います。
ぜひ、心身ともに癒されてみませんか。

忘年会 ・新年会は四季彩へ！
　予算に応じてご予約を承ります。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
場
合
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
こ
れ

ら
の
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
方
法

　

年
金
事
務
所
で
申
し
込
み
、
そ

の
後
承
認
を
受
け
る
と
承
認
さ
れ

た
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
納
付
期
限
内
に
支
払
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

○
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が

承
認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内　

の
免
除
期
間
に
限
り
ま
す
。

○
承
認
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
に
な　

り
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
中
に
追
納
す
る

場
合
の
保
険
料
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。　

■今年度中に追納する場合の保険料月額（単位：円）
全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成19年度 15,040 11,280 7,520 3,760
平成 20年度 15,160 11,370 7,570 3,790
平成 21年度 15,250 11,430 7,620 3,810
平成 22年度 15,510 11,630 7,750 3,870
平成 23年度 15,290 11,460 7,650 3,820
平成 24年度 15,140 11,350 7,570 3,780
平成 25年度 15,120 11,340 7,560 3,780
平成 26年度 15,270 11,450 7,630 3,810
平成 27年度 15,590 11,690 7,790 3,900
平成 28年度 16,260 12,190 8,130 4,060

★
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
皆
さ
ん
、
会
員

登
録
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
町
内
に
住
所
が

あ
る
60
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
入
会
で
き
ま

す
。
会
員
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
仕
事
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

　

入
会
手
続
き
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
住
民

課
福
祉
班
備
え
付
け
の
入
会
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
水
俣
・
津
奈

木
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎

６
２
‐
１
１
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年末年始の休館日
　12月 31日（日）・１月１日（月）は休館します。
１月２日（火）は午前８時に開館します。新年の初
風呂に、どうぞご来館ください。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ

ン
不
足
に
伴
い
、
接
種
期
間
を
１
か
月
間

延
長
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

町
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て

接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限

▽
変
更
前　

10
月
１
日
（日）
〜
12
月
31
日
（日）

▽
変
更
後　

10
月
１
日
（日）
〜
平
成
30
年
１

月
31
日
（水）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
期
間
の

延
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）　
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病院名 住所 電話番号

３日（日） 緒方眼科医院 水俣市栄町 63-3881
六車医院 津奈木町岩城 78-2012

10 日（日） 天神耳鼻咽喉科 水俣市天神町 62-8733
駅前クリニック 津奈木町岩城 67-5980

17 日（日） まなべクリニック 水俣市古賀町 84-9080
竹本医院 芦北町湯浦 86-0075

23 日（土） 深水医院 水俣市大園町 63-6390
芦北クリニック 芦北町湯浦 86-1200

24 日（日） 山田クリニック 水俣市旭町 63-5188
松本医院 芦北町花岡 82-2019

29 日（金）
市川内科クリニック 水俣市南福寺 62-0707

井上医院 芦北町佐敷 82-2503
井上病院 芦北町佐敷 82-5865

30 日（土） てらさきクリニック 水俣市浜町 63-1200
篠原医院 芦北町佐敷 82-2046

31 日（日） 本田レディースクリニック 水俣市浜町 63-2019
宮島医院 芦北町佐敷 82-2254

休日当番医（平成 29年 12 月）　

※休日当番医の診療時間は午前９時～午後５時です。
※医療機関は変更になることがあります。受診前に電話でお問い合わせください。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
現
在
で
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
て
も
、
早

期
治
療
に
よ
り
感
染
し
て
い
な
い

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー

Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

「
く
ま
も
と
復
興
応
援
ナ
ー

ス
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

県
は
、
被
災
地
で
あ
る
阿
蘇
地

域
の
医
療
機
関
に
１
か
月
〜
１
年

程
度
勤
務
し
て
い
た
だ
く
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
看
護
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
援
ナ
ー
ス
の
勤
務
先
選
定

や
就
労
後
の
相
談
に
は
、
専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
し
、

就
労
さ
れ
た
人
に
は
、
温
泉
利
用

券
な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
阿

蘇
地
域
の
医
療
の
復
興
に
、
あ
な

た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６
‐
３
６
５
‐
７
６
６
０

水
俣
地
区
防
犯
協
会
連
合

会
職
員
募
集

試
験
日　

平
成
30
年
１
月
上
旬

試
験
内
容　

面
接
・
作
文
試
験

受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
昭
和
63
年
４
月

２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

採
用
予
定
人
数　

１
人

そ
の
他　

応
募
方
法
や
業
務
内

容
、
勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
15
日
（金）
〜
平
成

30
年
１
月
５
日
（金）

問
水
俣
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

（
水
俣
警
察
署
管
内
）　　

　

☎
６
２
‐
０
１
１
０

第
６
回
あ
し
き
た
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ　

あ
し
き
た
の
魅
力

参
加
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
の
制
限

な
し

参
加
費　

無
料

場
所　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家

部
門　

芦
北
町
部
門
、
あ
し
き
た

青
少
年
の
家
部
門
、
ド
ロ
ー
ン
部
門

締
切
日　

平
成
30
年
１
月
31
日
（水）

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１

〜
６
類
、
丙
種

試
験
日　

平
成
30
年
２
月
11
日
（日）

場
所　

熊
本
市

願
書
受
付
期
間　

▽
電
子
申
請

　
平
成
30
年
１
月
２
日
（火）
〜
９
日
（火）

▽
書
面
申
請　

　
平
成
30
年
１
月
５
日
（金）
〜
12
日
（金）　

願
書
配
置
場
所　

受
験
願
書
・
試

験
案
内
な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市

消
防
局
・
県
内
各
消
防
本
部
、
熊

本
県
庁
消
防
保
安
課
に
12
月
５
日

（火）
以
降
に
配
置
し
ま
す
。

問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部　

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

申
込
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送　

〒
８
６
９
‐
５
４
５
４　
　
　

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
鶴
木
山　

　

熊
本
県
立
あ
し
き
た
青
少
年
の

家　
「
あ
し
き
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
係

▽
メ
ー
ル　

ashisei-photo@
hitodukuri.com

問
あ
し
き
た
青
少
年
の
家　

　
☎
８
２
‐
３
０
９
２

道
路
工
事
に
伴
う
夜
間
通
行

止
め

　

南
九
州
自
動
車
道
新
設
工
事
に

伴
う
橋
梁
架
設
工
事
の
た
め
、
夜

間
規
制
を
行
い
ま
す
。

規
制
日

　
平
成
30
年
１
月
16
日
（火）
〜
17
日
（水）

規
制
時
間　

　

午
後
９
時
〜
翌
日
午
前
６
時　

区
間　

県
道
56
号
小
津
奈
木
交

差
点
（
か
ね
や
ま
う
ど
ん
付
近
）

〜
湯
の
児
温
泉
方
面
交
差
点

規
制
内
容　

夜
間
全
面
通
行
止
め

迂
回
路
（
左
図
の
と
お
り
）　

▼
国
道
３
号
小
津
奈
木
交
差
点
〜

岩
城
字
桜
戸
付
近
交
差
点

▼
県
道
56
号
あ
け
ぼ
の
橋
付
近
〜

湯
の
児
温
泉
方
面
交
差
点

問
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱
小
津
奈
木
第

１
橋
作
業
所

　

☎
８
３
‐
８
４
０
０

迂回路図

介
護
講
演
会
「
動
き
出
し

は
当
事
者
か
ら
」

　

介
護
が
必
要
な
人
へ
関
わ
る
と

き
、
皆
さ
ん
は
そ
の
人
の
「
動
こ

う
」
と
す
る
意
思
を
尊
重
し
た
介

護
が
で
き
て
い
ま
す
か
。「
動
き

出
し
」
に
目
を
向
け
、
動
作
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で
、
介
護
す
る
側

も
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
９
日
（土）

▽
第
一
部　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
第
二
部　

午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

場
所　

白
梅
の
杜
あ
つ
ま
ろ
う
家

講
師　

日
本
医
療
大
学
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
作
業
療
法
学
専

攻
准
教
授　

大
堀　

具
視
氏

定
員　

各
部
50
人

参
加
費　

５
０
０
円　
　

申
込
方
法　

氏
名
、
所
属
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か　

　

☎
６
７
‐
１
１
９
０

　

FAX
６
７
‐
１
１
９
１

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業

紹
介

　

高
齢
者（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）

の
人
々
が
働
け
る
職
場
開
拓
と
職

業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

場
所　

芦
北
地
域
振
興
局　

福
祉

課
内

問
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
芦
北
相
談
所

　
☎
８
２
‐
５
３
１
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用

し
ま
せ
ん
か

　

高
校
・
短
大
・
大
学
な
ど
へ

の
入
学
や
在
学
中
に
必
要
な
資

金
を
固
定
金
利
で
利
用
で
き
ま

す
。
限
度
額
３
５
０
万
円
、
利

率
は
１
・
７
６
％
で
返
済
期
間
は

15
年
以
内
で
す
。
詳
し
く
は
、

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
支
店
の
窓
口
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
‐
６
５
６　

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
八
代
支
店

　
☎
０
９
６
５
‐
３
２
‐
５
１
９
５

平成 30 年
津奈木町成人式
　今年度成人を迎える人の門出を祝う成
人式を開催します。対象者には、個別に
案内状を発送します。
日時　平成 30年１月３日（水）　
　　　午前 10時開会
場所　つなぎ文化センター
対象　平成９年４月２日～平成 10年４月　　　　
　　　１日生まれの人
問い合わせ　
　津奈木町教育委員会
　☎７８- ５４００

人
と
同
等
の
生
活
が
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
自
身
と
大
切
な
人
の
た

め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
査
日

　

12
月
４
日
（月）
〜
６
日
（水）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
検
査
を
受
け
る
に
は
事
前
予
約

　

が
必
要
で
す
。

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
通
年
で　

　

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所　

水
俣
保
健
所

問
水
俣
保
健
所

　

☎
６
３
‐
４
１
０
４



⑮　広報つなぎ　2017.12 広報つなぎ　2017.12　⑭

図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30分～午後６時
　　　　（土日祝日は午前 10時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８- ３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　ココナッツオイルでしか作れな
い、すごくおいしい秘密のレシピ。
「煮る・蒸す・焼く・揚げる」の
基本の料理から、さまざま使える
万能ストック、５分で作れる朝食
やスープ、甘いものまで。おいし
いワザがたっぷり詰まった１冊。

ココナッツオイルのかんたんレシピ
作：白崎裕子

一般書

　ピンキーが行方不明に！単体
魔女が登場！その日、ナナがリ
フォーム支店のドアを開けると、
シルクとコットンが魔女新聞を覗
き込んでいました。二人とも、難
しい顔をして、眉をひそめていま
す。ナナも新聞を覗き込むと…。

ピンクのドラゴンをさがしています
著：あんびるやすこ

児童書

ほかにもこんな本があります
一般書　

児童書　

▼三度目の殺人／是枝裕和　▼空色涙／岩長咲耶　▼孤軍　越境捜査／笹本稜平　▼かぎ針で編むあっ
たか華やかざぶとん大全集／アップルミンツ　▼ワルツを踊ろう／中山七里　
▼ごめんなさい／サトシン　▼ＮＡＲＵＴＯ／岸本斉史　▼おねえちゃんって、いっつもがまん !? ／い
とうみく　▼キキに出会った人びと　魔女の宅急便特別編／角野栄子　

社会福祉協議会へ―　
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼桜戸　澤田しげ子（ヤエ）　▼古川　濵本廣人（ユキノ）　　
▼古川　正木勝弘（ユキヲ）　▼小津奈木　山田豊隆（清久）　
▼桜戸　松本修平（サチエ）　▼川内　下川慎司（順子）　
▼小津奈木　松永則雄（トヨ）
　上記の方から金一封をご寄附いただきました。ご意思に添い、
有効に活用させていただきます。故人のご冥福を心からお祈り
申し上げます。

町の人口と世帯数 平成 29年 10月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

人 口 4,706 人（ － ３ 人 ）

男 2,202 人（ － １ 人 ）

女 2,504 人（ － ２ 人 ）

世帯数 1,954 戸（ － ４ 戸 ）

◆出生 ２ 人 ◆転入 10 人
◆死亡 ９ 人 ◆転出 ７ 人

物

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ ２
　 １歳６か月児健
診　13:00~

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
　 粗大ごみ休日
特別受け入れ
9:00~12:00
    AIRT 記念対談
(P16)

　   　西野達クロー
ジング・トーク
(P16)

　 キラキラ☆クラ 
ブ　10:00~12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30~13:00
　  

　 　 つなぎスロー
フード講演会（P8）
 　

　  つなぎ朝市　
7:30~ 
　  
 　

10 11 12 13 14 15 16
　 男女共同参画
料理教室 
10:00 ～

　  　 ２歳児歯科検
診 13:00~

　  議会定例会
10:00~
　 自然栽培料理
教室（P9）

　  議会定例会
10:00~
　  

　  議会定例会
10:00~
　 ６か月児健診　
13:00~

17 18 19 20 21 22 23 天皇誕生日
　 第 1 回フレン
ドリーカップ・
ビーチバレー大会　
８:30 ～
　  　 　 

　 ４か月児健診　
13:00~ 

　 キラキラ☆クラ
ブ　10:00~12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30~13:00
　 

　 ３歳６か月児
健診　13:00~
　  
　 

小・中学校終業式

24 25 26 27 28 29 30
 　  　    仕事納め

しめ縄市（予定）
海浜地区最終ごみ
収集日（P9）

本町地区最終ごみ
収集日（P9）

    

31 1/1 元日 ２ ３ ４ ５ ６
 　 

　  
　 津奈木町成人
式 (P13)

仕事始め
海浜地区ごみ収集
開始日 (P9)

本町地区ごみ収集
開始日 (P9)

     

役

役

改 物

改

水

水水

役

水

役

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー 1212月20172017
DecemberDecember

 　　　　　　　 津奈木町役場庁舎　　 農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　 物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四
季彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　津奈木保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　
　 つなぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　　ごみ処理場　　赤崎漁村センター　◆その他　　　
※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四
小 幼 保 水 グ 体

文

　【開催場所】
中

平 ご 赤

文

ご

改 役

改

元気が出る！オーケストラコンサート（宝くじ文化公演）

問い合わせ　津奈木町教育委員会　　☎７８‐５４００

日　時　平成 30年２月 10日（土）　午後２時～（開場：午後１時 30分）
場　所　つなぎ文化センター
入場料　一般：1,500 円（当日 2,000 円）　
　　　　高校生以下：1,000 円（当日 1,500 円）
※宝くじの助成により、特別料金となっています。
※未就学児の同伴・入場はご遠慮願います。
※前売が完売の場合、当日券の販売はありません。
販売先　津奈木町教育委員会・つなぎ文化センター
主　催　津奈木町・津奈木町教育委員会・（一財）自治総合センター

吉田正記念オーケストラ

　思わず口ずさんでしまう懐かしのメロディー！　指揮者の軽妙なトークも大人気です！
　ただいまチケットを販売中です。全席指定ですので良い席はお早めにご購入ください。

文

美

文

改

体
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　クロージング・トーク
「西野達　ホテル裸島　リゾート・オブ・メモリー」

　本展会期最終日に西野達氏が津奈木町での活動を振り返りなが
ら今後の展望を語ります。

12月５日（火）　午後６時～午後７時　
場　所　つなぎ文化センター
話し手　西野達（現代アーティスト）
聞き手　楠本智郎（つなぎ美術館学芸員）
定　員　50人（申込不要・当日先着順）
参加費　無料
※展覧会は 12月 5日（火）の午後 3時まで

　加茂昂展　その光景の肖像
　1982年、東京に生まれた加茂昂は、埼玉を拠点にしながらも時には地方のレジデンスプログラムに参加し、
作家としての経験を積んできました。作品として独立したいくつもの絵画をひとつの空間に配置し、インスタ
レーションとして成立させる加茂ならではの手法は、歴史的に問われた絵画という媒体の限界に新たな答えを
見出そうとしているのかもしれません。近年は土地とそこに関わる人間の関係性に関心を寄せ、社会の多様な
事象を人々の肖像として昇華させることを試みています。ことしの 8月からは、「アーティスト・イン・レジ
デンスつなぎ 2017」の招聘作家として約 4か月間津奈木町で暮らし、さまざまな光景と出会う中で制作に臨
みました。この滞在制作の成果を披露する本展では 26点の新作を展示します。

12月２日（土）～２月12日（月・祝）　
場　所　１階・３階展示室　
観覧料　一般 300円
　　　　高・大生 200円
　　　　小・中生 100円

関連プログラム

日　時　12月 3日（日）午後 2時～午後 3時
場　所　1階展示室
定　員　30人（申込不要・当日先着順）
参加費　観覧料のみ

記念対談　加茂昂×川浪千鶴（高知県立美術館企画監兼学芸課長）
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